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国
民
年
金
は
、年
を
と
っ
た
と
き

や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、現

役
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い

う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　
　

具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公

的
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め

続
け
る
こ
と
で
、
年
を
と
っ
た
と
き

や
、病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た

と
き
、家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ

た
と
き
に
、年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
す
。

◆
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

▼
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
る
制
度
で
す
。国
が
責
任
を
も
っ

て
運
営
す
る
た
め
、安
定
し
て
い
ま

す
し
、
年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ

た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

▼
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

　　

国
民
年
金
に
は
、年
を
と
っ
た
と

き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
、
障
害
年

金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。
障

害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。

ま
た
遺
族
年
金
は
、
加
入
者
が
死

亡
し
た
場
合
、そ
の
加
入
者
に
よ
り

生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族

（
子
の
あ
る
配
偶
者
や
子
）が
受
け

取
れ
ま
す
。

◆「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」

▼
学
生
納
付
特
例
制
度

　　

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が

少
な
い
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

で
す
。

　
　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学

院
）
、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び

各
種
学
校
（
就
業
年
限
１
年
以
上

あ
る
課
程
）
、一
部
の
海
外
大
学
の

日
本
分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

▼
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方

で
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。

　　

国
民
年
金
の
ご
相
談
・
手
続
き
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　　

南
国
年
金
事
務
所
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市
役
所
市
民
保
険
課

　
　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
の
ご
案
内
は
民

間
委
託
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　

高
知
県
で
は
、
業
務
を
委
託
す

る
左
記
の
事
業
者
か
ら
、電
話
・
戸

別
訪
問
等
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

■
委
託
事
業
者

　
　
「
株
式
会
社
バ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
」

　
●　

ご
案
内
の
際
に
は
、
委
託
事
業

者
名
お
よ
び
氏
名
を
名
乗
っ
た
う

え
で
、本
人
確
認
を
し
ま
す
。

　
●　

委
託
事
業
者
の
訪
問
員
が
ご
自

宅
を
訪
問
す
る
際
は
、
必
ず
日
本

年
金
機
構
が
発
行
し
た
身
分
証
明

書
を
提
示
し
ま
す
。

　
●　

納
付
書
を
所
持
し
て
い
る
場
合

に
限
り
保
険
料
を
お
預
か
り
し
ま

す
が
、そ
の
場
合
は「
納
付
書
・
領

収
（
納
付
受
託
）
証
書
」を
お
渡
し

し
ま
す
。

▼
委
託
事
業
者
は
、
次
の
よ
う
な

こ
と
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、不
審
な

点
が
あ
れ
ば
、
お
近
く
の
年
金
事

務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
●　

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
、A
T
M
操
作
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
●　

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
等
を
お

預
か
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

委
託
業
者
に
つ
い
て
の
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　　h
ttp
://w
w
w
.n
e
n
k
in
.g
o
.jp

■
問
い
合
わ
せ　

　　

南
国
年
金
事
務
所
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市
役
所
市
民
保
険
課

　
　

高
知
県
司
法
書
士
会
で
は
、２

月
を
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す

か
月
間
」と
定
め
、無
料
法
律
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。予
約
不
要
。

　
　

相
続
登
記
を
は
じ
め
と
し
て
、

遺
言
・
遺
産
分
割
協
議
な
ど
相
続

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
適
切
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

■
日
時

　　
２
月
５
日（
金
）10
時
〜
15
時

■
場
所

　《
高
知
市
》　
高
知
県
立
県
民
文
化

ホ
ー
ル
３
階　

第
３
多
目
的
室

　《
南
国
市
》　
南
国
市
役
所
４
階　

大

会
議
室

　《
安
芸
市
》　
安
芸
市
総
合
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
１
階　

相
談
室
・
２
階

小
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

　　

高
知
県
司
法
書
士
会
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4
3

　
　

近
年
、国
内
外
で
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
口
蹄
疫
が
相

次
い
で
発
生
し
ま
し
た
。

　　
こ
の
た
め
、家
畜
や
家
き
ん
の
飼

育
状
況
を
よ
り
正
確
に
把
握
し
て

防
疫
に
役
立
て
る
た
め
、
家
畜
や

家
き
ん
を
飼
育
し
て
い
る
方
々
は

家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基
づ
き
、

飼
育
頭
羽
数
や
衛
生
管
理
状
況

を
、
家
畜
保
健
衛
生
所
に
定
期
的

に
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
　

牛
、水
牛
、鹿
、馬
、め
ん
羊
、山

羊
、豚
、い
の
し
し
、鶏
、あ
ひ
る
、う

ず
ら
、き
じ
、だ
ち
ょ
う
、ほ
ろ
ほ
ろ

鳥
、
七
面
鳥
を
飼
育
し
て
い
る
方

は
、
毎
年
１
回
、２
月
１
日
時
点
の

飼
育
状
況
を
所
定
の
報
告
用
紙
に

記
入
し
、４
月
15
日
ま
で
に
家
畜
保

健
衛
生
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
報
告
用
紙
は
家
畜
保
健
衛
生
所
ま
た
は

県
畜
産
振
興
課
に
あ
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

　　

中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
香
長
支
所
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県
畜
産
振
興
課
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家
き
ん
を
飼
育
し
て
い
る
皆
さ

ん
、鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
予

防
に
は
、次
の
よ
う
な
対
策
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

①
飼
育
施
設
を
清
潔
に
保
ち
、そ

の
周
囲
に
は
消
石
灰
を
散
布
し
ま

し
ょ
う
。

②
飼
育
施
設
に
は
、
野
鳥
や
野
生

動
物
が
侵
入
し
な
い
よ
う
に
金
網

や
ネ
ッ
ト
（
２
㎝
角
目
以
下
が
目

安
）を
か
け
ま
し
ょ
う
。

③
飼
育
施
設
に
入
る
と
き
は
、
専

用
の
服
や
、
履
き
物
を
身
に
着
け

ま
し
ょ
う
。

④
飼
育
場
所
の
出
入
り
口
に
、
踏

み
込
み
消
毒
槽
や
ア
ル
コ
ー
ル
ス
プ

レ
ー
等
を
備
え
て
、足
も
と
や
手
指

の
消
毒
を
し
っ
か
り
と
行
い
ま
し
ょ

う（
市
販
の
も
の
で
十
分
効
果
が
あ

り
ま
す
）。

　
　

飼
育
し
て
い
る
家
き
ん
が
連
続

し
て
死
亡
す
る
な
ど
の
異
常
が
見

ら
れ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
家
畜
保

健
衛
生
所
か
獣
医
師
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
香
長
支
所
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ー
3
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9

■
夜
間
・
休
日
の
問
い
合
わ
せ

　　

高
知
県
庁（
代
表
）
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110
番
は
、
事
件
・
事
故
に
遭
っ

た
、
あ
る
い
は
見
た
、
知
っ
た
皆
さ

ん
か
ら
緊
急
に
警
察
へ
通
報
す
る

「
緊
急
電
話
」で
す
。

◆
110
番
の
か
け
方
…
何
が（
何
が

あ
っ
た
か
）、い
つ（
発
生
時
間
）、ど

こ
で（
市
町
村
名
・
目
標
物
等
）、ケ

ガ
は（
ケ
ガ
の
状
態
、救
急
車
の
手

配
等
）、犯
人
は（
何
人
・
人
相
・
性

別
・
服
装
・
特
徴
等
）、
何
で
・
ど
ち

ら
に
逃
げ
た
（
逃
げ
た
手
段
・
方

向
）、あ
な
た
の
こ
と（
住
所
・
名
前
・

電
話
番
号
・
関
係
等
）
を
、落
ち
着

い
て
ゆ
っ
く
り
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

110
番
は
、
皆
さ
ん
の
生
命
、
身

体
、財
産
を
守
る
電
話
で
す
。緊
急

の
事
件
・
事
故
に
関
す
る
情
報
は
、

た
め
ら
わ
ず
積
極
的
に
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

　　

携
帯
電
話
か
ら
110
番
す
る
時
に

は
、
運
転
中
は
必
ず
車
両
を
停
止

し
、歩
行
中
は
立
ち
止
ま
っ
て
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、「
い
た
ず
ら

電
話
」は
重
要
な
緊
急
電
話
の
障

害
と
な
る
の
で
や
め
て
く
だ
さ
い
。

（
香
南
警
察
署
内
・
香
南
地
区
地
域

安
全
協
議
会
地
域
安
全
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
長
田
麻
紀

55
ー
0
1
1
0
）

新
し
い
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
完
成
を
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。
「
こ
う
な
ん
防
災
学
校
」
の
新
コ
ー
ナ
ー
も　
↓
（
左
ペ
ー
ジ
へ
）

広

報

へ

の

ご

意

見

↓
　

と
て
も
分
か
り
易
く
て
良
い
で
す
。
次
回
か
ら
も
、
し
っ
か
り
見
て
、
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広

報

へ

の

ご

意

見

N
年 金

N at i o n a l
P e n s i o n

年 金

　
　
　
　

国
民
年
金
の
納
付
の

　
　
　
　

ご
案
内
に
つ
い
て

　
　　

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

　
　

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

C
相 談

counseling

相 談

無
料
法
律
相
談
会

O
その他その他

o t h e r s

　
　

 

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

　
　

 

発
生
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

  

家
畜
や
家
き
ん
の
飼
育
状
況

  

定
期
報
告
を
お
願
い
し
ま
す

　　今冬、四国電力管内では、厳冬となるこ

とを想定した上で、瞬間的な需要変動に対

応するために必要とされる予備率３％以上

を確保できる見通しですが、大規模な発電

所のトラブルが発生した場合、安定供給が

できない可能性が懸念されます。そこで、

政府は平成２７年１２月１日から平成２８年３月

３１日までの平日（１２月２９日～３１日を除く）

９：００～２１：００までの間、節電へのご協力を

お願いしています。

※数値目標は設定していません。節電を

お願いする時期・時間帯において、無理

のない範囲での節電をお願いします

■　問い合わせ　■　四国経済産業局　資源エネルギー環境部

　　　　　　　　　　　　　　　エネルギー対策課　087－811－8535

●　重ね着などをして、室温20℃を心がける（設定温度
を2℃下げた場合）　→　節電効果７％

●　窓には厚手のカーテンを掛ける　→　　節電効果１％

●

●

空調

●　不要な照明をできるだけ消す　→　節電効果４％
●　照明器具を購入するときは、省エネ型の電球
　型蛍光ランプやＬＥＤ電球等を選択する

●

●照明

電力消費
機器

●　冷蔵庫は設定温度を「弱」に変え、扉を開ける時間を
減らし、食品を詰め込み過ぎない　→　節電効果１％

●　テレビを省エネモードに設定し、画面の輝度を
下げ、不要なときは消す　→　　節電効果２％

◆家庭での節電メニ家庭での節電メニュー（例）例）

P
香南警察署香南警察署

police station

１
月
１０
日
は
『
１１０
番
の
日
』で
す

冬季の節冬季の節電・省エネルギー対策にエネルギー対策についてついて冬季の節電・省エネルギー対策について

高齢者の
交通事故
防止！！

　　　　　　　　　　　　道路の横断時は、

必ず自分でしっかりと左右の安全を確かめて渡りま

しょう。また、日暮れが早い季節です。薄暮時や夜

間外出時には、反射材を積極的に活用しましょう。

　　　　　　　　　全席シートベルトを着用し、

通り慣れた道路ほどしっかり安全を確かめ

るなど、事故を防ぐ運転を心掛けましょう。

歩行者・自転車の皆さんへ

運転者の皆さんへ

■香南警察署／高齢者アドバイザー　岡﨑由美　５５-０１１０

　　　　　交通事故には、十分気をつけているという人がほとん

どです。しかし、高齢者が犠牲になる交通事故が後を絶たず、全死

者に占める割合も約６割と、依然として高い比率になっています。

　交通事故は「いつ・どこで」起きるか分からず、他人事ではあり

ません。事故で被害を受けても・与えても「いやな思い」をしてし

まいます。通り慣れた道ほど油断大敵です。

　

必
県内の事故死傷者数県内の事故死傷者数　３６人　うちうち高齢者高齢者　２６人県内の事故死傷者数県内の事故死傷者数　３６人　うちうち高齢者高齢者　２６人

球

のご協力力ををを

電を

無理

をを

理理
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